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ワ-ズワースのルーシーと女性たち

琉球大学名誉教授

名 桜 大 学 教 授

瀬名波 発 音

イギリス最大のロマン派詩人ウイリアム･ワ-ズワースは､1798-9年の厳冬をドイツのゴスラーで

過ごした｡18世紀最悪の厳冬といわれ､妹ドロシーと共にドイツ語を学ぶ目的でやってきたのだが､ド

イツ人と接することによってその言語を学ぶことなく､二人は殆ど家の中に閉じ込められた状態であっ

た｡そのような状態で､彼らは何を想い､何を考えたのだろうか｡異国にあって先ず想い起こされるの

は故郷のことであろう｡詩人が､ゴスラーとは対照的な自然美に富んだイギリス北西部に位置する故郷

湖畔地方に思いを寄せ､幼少年時代を回想し､詩作に輿ずるのはきわめて自然といえよう｡いわゆる

｢ルーシー詩群｣と呼ばれる5篇の詩は､その時のそのような精神状態の中から生まれたものである｡

これらの詩を通して詩人を取り巻く女性とルーシーとの関係を論じてみたい｡

ワ-ズワースは自然詩人といわれているが､単なる自然詩人ではない｡自然と人間の関係､否自然と

人間の交感をうたう詩人であり､ルーシーも自然と密接な関係を維持しつ､成長している｡ワ-ズワー

スの短篇詩中最高の傑作といわれる ｢1798年7月13日ワイ川再訪の際二､三マイル上流にて詠める詩｣
は､自然が人間形成に如何に深い影響を与えたかをうたっている｡詩人にとって自然は､

Theanchorofmypurestthoughts,thenurse,

Theguide,theguardianofmyheart,andsoul

Ofallmymoralbeing(109-ll).

である｡彼にとって､自然とは最も純粋な思想の安住の地であり､わが心情の乳母であり､指導者であ

り､保護者であり､そしてわが道葱的存在の魂である｡

また､長篇詩中最高の傑作といわれる ｢序詩｣の中でも次のようにうたっている｡

Fairseed-timehadmysoul,andIgrewup

Fosteredalikebybeautyandbyfear:

Muchfavouredinmybirth-place,andnoless

lnthatbelovedValetowhicherelong

Weweretransplanted(1850,Ⅰ,301-5).

詩人は生まれ故郷コカマスやグラマースクールのあるホークスヘッド時代､自然を友とし､自然体験

を通して美と恐怖によって詩人に成長することができた｡実に自然は教師である｡また8歳の時母を失

い､13歳の時父を失った少年ワ-ズワースにとって自然は母でもあり､父でもあったのである｡

ところで ｢ルーシー詩群｣とは StrangeFitsofPassionHaveIKnown,SheDweltamongthe

UntroddenWays,ITravelledamongUnknownMen,ThreeYearsSheGrewinSunandShower,

ASlumberDidMySpiritSealから成り立っているOこれらの詩のタイトルは各々の第一スタンザ

の第-行であり､何れもルーシーとい名前は見あたらない｡第-の詩 ｢恋の不可思議な発作を私は知っ

た｣では､第二スタンザで ｢私の愛した彼女｣として紹介され､第七の最終スタンザで ｢もしやルーシー

が死んだのでは!｣と始めて本名が出てくる｡第二の詩 ｢彼女は踏みならされてない道に住んでいた｣

では､そのタイトル通り第一スタンザに ｢彼女｣として登場し､第三の最終スタンザで ｢ルーシーが死

んでしまった｣とアイデンティティーを明らかにしている｡第三の詩 ｢私は知らない人々の中を旅した｣
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においては､第三スタンザで ｢彼女｣として現われ､次の最終スタンザで ｢ルーシーが遊んだ木陰｣と

彼女をアイデンティファイしている｡第四の詩 ｢彼女は三年間太陽と雨の中で成長した｣では､最初の

第-行に ｢彼女｣が現われ､第七の最終スタンザで ｢ルーシーの生涯は終った｣と名前を明らかにして

いる｡詩群中最後に配置された ｢｢眠りは私の魂をつ､みこんでいた｣では､ ｢彼女｣はアイデンティ
ファイされることなく詩は終っている｡も早アイデンティティーは必要なしということか｡

何れにしろ､ルーシー詩群においては､｢彼女｣という代名詞が先行し､最終スタンザまではそのア

イデンティティーを明らかにしていない｡不特定の ｢彼女｣から特定の ｢ルーシー｣への移行パターン

は読者の好奇心を刺戟し､そのアイデンティティ確立へかきたててしまう｡一体ルーシーとは誰か｡

さらに問題となるのは､各詩の語り手である｡何れも ｢私｣となっている｡第一の詩では､不可思議

な恋の発作を体験したのは ｢私｣である｡第二の詩で､彼女が生きていることと死んでしまったという

ことに大きな相違を感じたのも ｢私｣である｡第三の詩で､知らない外国人の中を旅したのも ｢私｣で

ある｡第四の詩においては､自然によるダイアログが詩の大半を占めているが､彼女が死んでしまって､

残していったものといえば ｢このヒース､この静かな落ちついた情景､そして過ぎし日の思い出｣であっ

たが､それらは誰に?｢私｣にであった｡最後の辞においても､｢人のいだく恐怖｣を感じなかったの

は ｢私｣であったのである｡一体 ｢私｣とは誰か.

ルーシー詩群中､第四の詩を除けば､他は皆バラッド形式である｡バラッドにおいては ｢私｣が登場

して､その拝惰性を高めるために､｢私｣を登場させることは､一種のコンヴェンションとなっている｡

従って､｢私｣が登場したからといって､何ら不思議ではない｡また詩人自身とは限らない｡しかし､

詩の改革を志しているロマン派詩人ワ-ズワースが果たして伝統的なコンヴェンションに追従していく

だろうか､という疑問がある｡ワ-ズワースは自分自身の実体験に基づいて､想像力と創造力を発揮し

て詩を創作する詩人であるからである｡

｢拝情民謡集｣の序文 (1800)に従えば､詩は静寂の中に想い起こされた感情にあるという｡そして

よい辞というものは､力強い感情の横溢したもの､つまり原体験を時間的にも空間的にも距離をおいて

追体験するところから詩は生まれると主張している｡ここで強調すべきものは､プレインではなくハー

トである｡ちょうど泉の水が湧きあふれて流れ出るように､詩人の胸に感情が湧きあがり､それがあふ

れ出て詩になるのだという｡この詩論に従えば､ルーシーなる乙女が無から生じた､いわば純粋に想像

の産物であるとは言い難い｡また､詩の中の話し手である ｢私｣が全くフィクションであるとも言い難

く､｢私｣が詩人自身であっても何ら不自然ではないだろう｡そうだとすれば､ルーシーと ｢私｣との

関係は詩人と詩人を取り巻く女性の関係と解釈することも可能であろう｡

ワ-ズワースは､ルーシーが誰であるか､全く説明していないが､第一に考えられるのはフランス女

性アネット･ヴァロンである｡詩人のフランス語の家庭教師であるC彼は1791年11月11日､21歳の時､

フランスに渡った｡詩人にとってフランスといえば､自由､平等､博愛のスローガンを掲げて戦ったフ

ランス大革命に大きな夢を託している国であった.ケンブリッジ大学時代には､革命一周年の前夜パリ

に着き､全ヨーロッパが喜びに満ち溢れ､フランスは黄金時代の頂点にあって､人間性は生まれ変った

ように実感したのである｡大学卒業後､単にフランスは悼惜の地であっただけではなく､将来金持ちの

家庭教師になり世界を広く旅したいと思い､フランス語の勉強を意図してフランスに渡ったのである｡

アネットに会ったのはその時である｡

アネットは王党派であっただけでなく､カトリックでもあったので､共和主義者でありプロテスタン

トであった詩人が彼女と結婚したにしても決して幸福な結婚生活は期待できなかったであろう｡二人の

間にカロラインなる娘が誕生するようになるが､それは若気のあやまちといってもよかろう｡しかし､

何よりも二人の仲を絶ち切ってしまったのは､1793年2月1日にフランスが英国に対し宣戟布告をした

ことである｡詩人は生まれたばかりの娘の顔を見ることなく､1792年12月ついに英国に帰国してしまっ

た｡そして､1802年7月妹ドロシーと共に休戦状態に乗じてフランスを訪問するまでの10年間アネット
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とわが子に会うことはなかったのである｡正に二都物語といえよう｡その10年間に二人の若き熱烈な愛

情は冷えきってしまったのである｡

ワーズワースのフランスに対する態度も一変した｡彼がフランスを後にしたとき､恐怖の時代は始まっ

ていた｡1793年1月21日､フランス王ルイ16世は断頭台の露と消えた｡詩人は､フランス人は革命初期

の目標を見失い､自己防衛の戦いから侵略戦争へと変えていったと ｢序曲｣の中で述壊している｡ルー

シー詩群第三の帝で ｢あのメランコリーな夢｣は去ったとうたっているが､それはフランス大革命に対

する幻滅感を表現したものといえよう｡

たしかにアネットは､イギリスに来たことはない.第三の詩でルーシーは英国の自然の中で生まれ育っ

た乙女であり､その上若くして死んでしまったことを考えると､ルーシーをアネットとアイデンティファ

イするのには大分無理があるように思われる｡アネットの人格､外観等はルーシーのそれではない｡彼

女は英国の土壌や空の産物ではなく､都会育ちである｡そして彼女はワ-ズワースの描く因習的な､物

静かな女性ではなかった｡

しかし､ワーズワースが1798-9年の厳冬の中にあって､アネット親子を置き去りにしたことに対す

る自責の念は拭い去ることはできなかったであろう｡ゴスラー滞在中､詩人は自分のフランス体験を静

かに思い起す時間が十分にあった｡ルーシー詩群を通じて ｢死｣のモチーフが-貢しているのをみると､

アネットへの過去の愛情に対する悲しみをカムフラージしていると解釈することもできるであろう.

第二に考えられるルーシーのモデルは､メアリー･ハッチンスンである｡詩人がアネットに会ってフ

ランスから英国に帰国した後､結婚した女性である｡彼は子供の頃から彼女をよく知っていて､ペンリ

ス小学校では同し本を共に読んでいたという｡アーサー･ビーティーは､｢ルーシー詩群｣は彼女に呼

びかけられたものである､といっている.tl)事実､彼が結婚する一年前､｢私は知らない人々の中を旅

した｣という第三の詩を彼女に送っている｡またその詩は､｢彼女は踏みならされてない道に住んでい

た｣を読んだ後に読まれるべきであると彼女に手紙を書いていた.これらを総合すると､メアリーがルー

シーであると考えられないこともない｡

しかし､メアリーについて書いたSheWasaPhantomofDelightの詩では ｢彼女は完豊な女性｣
と理想化されているが､実際は決してルーシーのような美しい女性ではなかった｡1807年ドゥ･クイン

シーが初めて彼女に会ったときの初印象は決してよいとはいえない｡彼は ｢彼女は美しくもなければ器

量もよくなかった-｡彼女は無口で-｡｣と語っている｡(2)これが事実とすれば､彼女がルーシー詩群

創作の直接のインスピレーションとなったとは言い難い｡それは何故か｡彼女がルーシーに似ているの

は､彼女の沈黙と素朴さだけであろう｡

なお､もしルーシーがメアリーであるならば､ルーシーのアイデンティティーを秘密裡に隠す必要は

全くないであろう｡事実､1798年に書かれた詩ToM.H.の中では､はっきりと彼女の実名が登場し

てくる｡ただし､アネットに関する限り､ルーシーのアイデンティティーをカムフラージすることは､

メアリーとの関係を無難なものにしていくためにも必要であっただろうことは十分考えられることであ

る｡

ルーシー詩群が全般的に ｢死｣をテーマにしており哀愁を帯びた調べに満ち満ちていることを考える

と､メアリーの妹マーガレットの死がそれに影を投じているのではないかO彼女は､1796年春結核でこ

の世を去っている｡彼女の病状についてはワ-ズワース家にとっても重大関心事であり､妹ドロシーは

1796年JaneMarshall宛に次のような手紙を書いている:｢私はメアリー ･ハッチンスンから悲しい

お手紙をもらいました｡今までにはマーガレットは死んでいるのではないかと思います｡メアリーはソツ

タバーンで結核から恢復する見込みは全くないマーガレットの看病をしていますO｣(3)そしてワ-ズワー

ス自身も第二の詩 ｢彼女は踏まれざる道の中に住んでいた｣のオリジナルの中には次の一節が含まれて

いた｡

Slowdistempercheckedherbloom

-255-



Andontheheathshedied.

Longtimebeforeherheadlaylow

Deadtotheworldwasshe.(4)

忍び寄る病魔が彼女の花の菅をつみとってしまい､彼女はヒースの上に死んでしまった､というのであ

る｡詩人の愛の対象はどこまでもメアリーであったわけだが､妹の死によって､それがルーシー詩群の

詩的インスピレーションになったことは十分考えられることである｡そうでなければ詩人にとって忘れ

難い､ある知られざる少女に対する愛と悲しみの中からルーシー詩群が生まれたといえるかも知れない｡

終りに詩人の妹ドロシーの存在を忘れてはならない｡詩人とドロシーの関係は､兄弟の中で最も親密

なものであった｡彼女がいなければ､おそらく英文学史上に輝やくロマン派詩人は生まれてこなかった

かも知れない｡詩人はTheSparrow'sNestと題する詩の中で次のようにうたっている｡

Shewaswithmewhenaboy,

Shegavemeeyes,shegavemeears;

Andhtlmblecares,anddelicatefears;

Aheart,thefountainofsweettears;

Andlove,andthollght,andjoy(16-20).

彼女は詩人にとって詩人に最も大切な感受性を滴養してくれた恩人である｡また長篇詩 ｢序曲｣の中で

もドロシーのことをthebelovedwomanと呼び､さらにShe,inthemidstofall,preservedme

still/Apoet...(X.905-921)とうたって､自分が詩人として今日あるのは妹のおかげであるといっ

ている｡フランス革命の残酷さに幻滅を覚え､アネット事件に煩悶し､意気消沈しているとき､彼本来

の詩人の状態に引き戻すことができたのは実に彼女に負うところ大であった｡

コウルリッジが､ルーシーは妹ドロシーであるとアイテ●ンティフアイするのも全く理由がないのでは

ないoドロシーに関する詩の中で､ルーシーという名前も使用されている｡TheGlow-wormやゴスラー

で書かれた詩Nuttingがよい例であろうoLかし､たえずドロシーがルーシーとして登場するとは限

らない｡TheSpa汀OW'sNestではドロシーは MySisterEmmalineとなっている｡その他 Tintern

Abbeyの中でもmydearestsisterと呼びかけ､彼女を詩の中で不朽ならしめている｡

TheGlow-wormの中で､ドロシーとエマリンをアイデンティファイするに何ら帰るところはないの

に､ルーシーをアイデンティファイしないのはどういうことか.詩人は何故これらの詩の中でルーシー

を死なせるのか｡もしルーシーがドロシーであるならば､若くして死ぬことはないであろう｡彼女は詩

人よりも長生きしているのである.FrederickW.Batesonは､詩人とドロシーの関係は普通ではなく､

近親相姦の関係にある｡従って､罪の意識を抹殺するために彼女を詩の中で殺してしまったのだと精

神分析学的な解釈をしている｡ (5)しかし､人間は深く愛している人がいると､その人が死んだらどうし

よう､と想像するようになるのはごく自然だと思うが如何だろうか｡

たしかにドロシーは､ルーシー詩群の中で描写されているように背も高く､堂々として､美しい女性

ではなかった｡DeQuincyが言っているように､彼女は小さくて､背は低く､細く､その上男の子の

ようであった｡それにしても､ドロシーに対する詩人の感情がルーシー詩群に反映されているとみて間

違いはないであろう｡

しからば､ルーシーとはどのような女性であっただろうか｡彼女は実に短かい生涯の中で､自然によ

る教育を受け､自然そのものであったといっても過言ではない｡自然の植物や動物の属性がそのま､ルー

シーの人格の一部を形成しているからである｡彼女はすみれのように美しく､子鹿の如く野性的である｡

大自然の中の浮き雲､しだれ柳､さ やゝく小川の流れ､夜空の星を友としている｡しかし､何よりも重

要なイメージは光のイメージであろう.第-の詩において､ルーシーは月とアイデンティファイされ､

第二の詩では星にたとえられているように､彼女は名前のとおり光そのものである｡彼女の名はいわゆ

る ｢光ちゃん｣である｡｢ルーシー｣は語源学的にもラテン語で ｢光｣を意味する｡
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詩人は､彼女が大変生き生きとしていて､活気に満ち満ちているので歳月に左右されることはないと

思ったと書いている｡しかし､彼女の耗心無垢な野性味も､優雅さも顕著な美もすべて死に帰してしま

うのは皮肉といわざるを得ない｡まさにinsensatethingになってしまう｡彼女の美を称賛する者もい

なければ､愛する人もいなかったが､彼女の死は詩人に大きなインパクトを与えるのである｡彼女が彼

に残していったのは何であったか｡それは静寂なヒースの平原と ｢今まで存在していたもの､そして今

後またと存在することのないものの思い出｣だけである｡自分自身の運動能力はなくなってしまったが､

今や岩や石や木々と共に地球の一部となりその自転と共に止むことなく運動しているのである｡

このルーシー詩群に措かれたルーシーの精神的､身体的人間像をそして彼女の短かい生涯を思うとき､

完全にアイデンティファイできる女性がいるだろうか｡例えば､アネット､メアリーそしてドロシーも

決して若くして死んでしまったのではない｡また､完全に自然化された女性がいただろうか｡もしいた

としてももはやそれは人間とは言えないであろう.ルーシーは､詩人がアネット､メアリー､マーガレッ

ト､そしてドロシーを分解 ･融合 ･絵合し､｢静かな､物悲しい人間性の音楽｣を聞きながら彼の自然

観に照らして理想化し､想像力と創造力によって創り出したものと考えるべきであろう｡無から有を生

じせしめることができないのであれば､ルーシーを完全に､そして純粋に想像の産物ということはでき

ないであろう｡

Notes
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